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横浜市西部地域における双方向病診連携システムを用いた COPD 管理

の実態  
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要旨  

横浜市西部地域では双方向病診連携システムを構築して COPD 管理を

行っているが、継続状況に対する報告はない。2013 年 1 月から 2020

年 3 月に当院で COPD 病診連携で受診したうち、114 例を検出した。

52 施設と連携し、Ｉ期、ＩＩ期の軽症者が 98 例（85.9％）であった。

開始２年時点で継続 54 例（47.3％）、終了 29 例（25.4％）、脱落 31 例

（27.2％）であった。COPD は喘息に比べ増悪による入院と合併症の

ため継続困難になる頻度が高く、注意すべきと考えられた。   
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